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１．研究の背景 

 警視庁生活安全局生活安全規格課(2011年 3月 3日)の平成 22年中における日本の自殺率

（人口 10 万人あたりの自殺者数）は 24.9 人で、総自殺者数は 31690 人である。また、警

視庁の 2012年 10日の速報値で、2011年の自殺者は、2010に比べ 3.7%（1177人）減の 3

万 513 人であった。自殺者数は、わずかながら減少したものの、1998 年の急増以降、14

年連続で 3万人を越え、その恒常性が問題視されている。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、自殺防止サイト「生きテク」のアンケート調査から自殺願望者の自殺

願望要因を抽出し、指標化することで、自殺防止の一判断材料を作成することを目的とす

る。 

 

３．先行研究 

 ・自殺実態解析プロジェクトチーム『自殺実態白書 2008』、2008年 

警察署別のデータなどをもとに、自殺の危険経路、自殺の地域特性、自殺の社会的要

因、自死遺族の実情などを明らかにした。 

 ・澤田、崔、菅野「不況・失業と自殺の関係についての一考察」、2009年 

日本における失業と自殺の強い相関関係の背景、日本の自殺の特徴として、1997 年か

ら 1998 年にかけての「急増」、98 年からの 10 年以上の自殺者数 3 万人越えの「恒常性」、

「若年化」を実証的に明らかにした。 

 ・本橋豊『自殺が減ったまち―秋田県の挑戦』、2006年 

 社会関係資本と自殺の研究：秋田大学医学部で、公衆衛生を専門とする、本橋豊は、

秋田県の自殺予防研究の上で、抑うつ度と社会関係資本の相関性を調査した。 

 

４．リサーチ・クウェスチョン 

 自殺防止サイト「生きテク」のアンケート調査から自殺願望者の自殺願望要因とは何か。 

 

 

 

 



５．研究手法 

 ①自殺防止サイト「生きテク」のアンケート調査から自殺願望者の自殺願望要因となる

キーワードを抜き出すため、コーディングを行う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        生きテクアンケート、出典：http://ikiteku.net/about/ikiteku 

 

②アンケートから抜き出したキーワードを、ＫＪ法によってカテゴリー化を行った。 

＊分類に関しては、警察庁「自殺の概要資料」で使用されている 52要因を参考に作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ＫＪ法によるカテゴリー化 

 

③指標化するため、自殺願望者の自殺願望要因を分類後、さらに危険要因数ごとに重要度

わけを行った。 



６．調査対象 

 「生きテク」アンケート、無作為抽出の３２標本 

 

７．調査結果 

 ①自殺願望要因 

 

 



 

   出典：筆者作成 

 

 ・健康問題を見ると３２人中、２２人が精神疾患。 

  精神疲労者は、１４人。 

  自殺未遂者は、１４人。 

 ・家庭問題では、家族の死１２、伴侶の浮気８が多い。 

 ・経済・生活問題では、借金が９人で一番多い。 

 ・勤務問題では、過労５人で多い。 

 ・男女問題では、失恋が一番多い。 

 ・学校問題では、いじめが４で一番多い。 

 ・事故・事件では、レイプ２、詐欺２などが多い。 

 以上のことから、特に顕著なものとして、自殺志願者の多くが精神疾患であることがわ

かる。 

 

 

②自殺願望者の一人あたり平均の自殺願望要因数 

 32の標本から抽出した自殺願望要因総数１３８ 

 

・自殺願望者の抱えていた一人あたり平均「自殺願望要因」数 

・延べ「自殺願望要因」数（１３８）÷標本数（３２）＝ ４．３１（一人当たりの平均

要因数） 

 

 

 

 



８．指標化 

  

 ①危険要因数を全体への寄与度を基に、重要度別に４段階に分類 

 危険要因数３２標本中 

 20以上     ・・・★ 

 10以上 20未満・・・◎ 

 5以上 10未満 ・・・○ 

 1以上 5未満  ・・・△ 

 

・寄与度の大きい★、◎、を指標化に採用する 

 

 



 

             出典：筆者作成 

 

②採用基準と対策 

 

         出典：筆者作成 

 

９．結論 

 以上の評価基準を指標化し、時系列で追うことで、自殺率の減少のための具体的な対策

を立てやすくなると考える。 

 

１０．今後の研究 

 現在まで、自殺願望者の自殺願望要因を明らかにしてきた。今後は、自殺願望者の自殺

回避要因分析を行い、そのうえで、自殺回避の指標化に取り組みたいと考えている。また、

調査対象も「いのちの電話」などさらに拡大させ、指標の精度をあげ、自殺率減少の有効

な指標となるよう研究していきたいと考えている。 
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